
ⅠⅠ 研 究 所 の 概 要
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管理施設(昭和44年

度設置)庶 務 掛 (昭和42年

度設置)会 計 壬卦 ( 〟

)共同利用掛 (昭和49年

度設置)技術部 (平成3年度設置) 率

島統娯所下

北研究林上信

越研兜林木

曽研究林屋久

由研究林'人知進化モデル研究センターに転換(平成11年4月1日)(p.58を参照 してくだ

さい)所 長

杉 山 幸 丸運 営 垂 日 伊 揮 紘 生 (宮城教育大学教育学

部 教授)(順不同) 伊谷 純一郎 (神戸学院大学人間文化学研究

科 教授)木 村 賛 (束京大学大学院理学系研究

科 教授)和 秀 雄 (大阪大学人間科学

部 教授)丸 橋 珠 樹 (武蔵大学人文学

部 教授)石.田 英 貨 (京都大学大学院理学研究
科 教授)西 田 利 貞 (京都大学大学院理学研究

科 教授)小 嶋 祥三 (霊長類研究

所 教授)㌧茂 原 信 生 (霊長耕研究

所 教授)竹 中 修 (盃長類研究

所 教授)巾消 長 竹 内

克 己祝 日 (平成11年3月30

日現在)大学院生及び研修員等 (平成11年3月30日現在)



所 内 連
形態進化分野 Tel作ax:0568･61･5775

片山 一定i 63ー0520 katayama@pri.kyoto-u.ac.J

p市田 拙63-0521hamada@pri.kyoto-u.a

c.Jp毛利 俊雄 63-0522 mouri@pri.kyoto-

u.ac.Jp図校 凸 63-0523 kunimats@pri.ky

oto-u.acjp早川 fil治 63-0524 hayakawa@pri.
kyoto-u.ac.jp水谷 典子 内線300 nmizutan@

pri.kyoto-u.ac.jp央団迫伝分野 Te

VFax:0568-62-9554庄式 亭苑 63-0526 shota

ke@pri.kyoto-u.ac.jp川本 芳 63-0527 ka

wamoto@pri.kyoto-u.acjp平井 啓久 63-05

28 hirai@pri.kyoto-u.acjp浄土 啓子 63-0529jodo@pri.kyoto-u.ac.l

P系統宛生分野 Tel/Fax:0569-63-0536茂原 I古生 63-0531 shigehar@pri.kyoto-u.ac.jp

相見 湖 63-0532 a血i@pri.kyoto-u.ac.jp

識井 正成 63-0533 taka'i@pri.kyoto-u.ac.j

p本郷 一夫 63-0534 hitomi@pri.kyoto-u.ac
.jp木下 TI 63-0535 kinosh

it@pri,kyoto-u.ac.ip生態椀f持分

野 Fax:0569-63-0565杉山 幸丸 1999.4.1東海学園女子短期大学教授へ

上原 虫男森 明雄 63-053763-0538 uehara@pri.kyoto-u.acjp(1999.4.1より)mori@pri

.kyoto-u.ac.jp松村 秀一 63-0540 matsumu

r@pri.kyoto-u.ac.jp永田 礼子 6

3-0541nagata碗pri.kyoto-u.ac.1p社

会川近分野 Tel作ax:0568-63-0564加納 降至 63-05

42 kano@pri.kyoto-u.ac.jp大河 秀行 63ー

0543 ohsawa@pri.kyoto-u.ac.jp鈴木 晃 63-0544 asuzuki@pri.kyoto-u.
acjp六方 栄子 63-0545 makata@pri.kyoto-u.

ac.jp恩考言吉行分野 Tel仔ax:0568-6212428松沢 哲郎 63-0547 matsuzaw@pri.kyoto-u.ac.jp

友永 雅己 63-0549 tomonaga@pri.kyoto-u.
ac.jp田中 正之 63-0548mtanak

a@pri.kyoto-u.acJ.P酒井 道子 63-0555 sa

kai@pri.kyoto-u.ac.jP認知学習分野 Tel作ax:056

8-62･9552小嶋 群三 63-0551kojima@pri.kyot

o-u.ac.jp正苗 侶93 63-0552 masataka@pri
.kyoto-u.ac.jp中村 克樹 63-0553 knakamu

r@pri.Lqolo-u.ac.jp杉繭 秀樹 63-0553 suglura@P
ri.kyoto-u.ac.Jp南雲 純治 6

3_0554 nagumo@pri.kyoto-u.ac.jp酒井 道子 63-0555 sakai@pri.kyoto-u.ac.ーP 絡 先 一 覧行

動兜現分野 Fax:0568-63･0563三上 申允 63-0558 m

ikami@pri.kyoto-u.ac.jp横井 --'JJt=放

63-0559 ysakurai@pri.kyoto-u.ac.jp脇田 rl泣 63-0560 mwakita@pri.ky

oto-u.ac.jp三輪 隆子 63_0557 tmiwa@pri.
kyoto-u.ac.jp鈴木 冬準 63_0557 ysuzuki

命pri.kyoto-u.ac.jp器官調節分野 TelIFax:05

68･63･0576林 基治 63-0570 hayashi@pri.ky

oto-u.ac.jp目片 文夫 63-0571mekata@pri.kyoto-

u.acjp大蔵 聡 63-0573 ohkura@pri.kyoto-

u.ac.jp清水 慶子 63-0575 shimizu@pri.kyo
to-u.acJ'p高瀬 茂美 63-0576 takase@pri.ky

oto-u.ac.jp逓伝子情報分野竹中 .悼 63-0577 ta

kcnaka@pri.kyoto-u.ac.jp穴山 節 63_0578 kageyama@
pri.kyoto-u.ac.jp中村 伸 63-0579 snakamu

r@priI.kyoto-u.ac.jp浅岡 一雄 63-0580 as

aoka@pri.kyoto-u.ac.jp宮田 正代 63_0577

miyata@pri.kyoto-u.ac.jPニホンザル野外統娯施

設渡退 邦夫 63-0582 watanabe@pri.Lqoto-u.ac
.Jp室山 泰之 63-0581muroyam

a@pri.kyoto-u.acjp足淳 貞成 内線401ashizawa@pri.kyoto-u.ac.)
p矢野久美子 63-0583 yano@pri.kyoto-u.a

c.jp串島観察所 Tel:0987-77_0045/Fax:0987_77-0251

屋久島研究林 Tel/Fax:09974-5-

2074サル頬保雄飼育管理施設 Tel/Fa

x:0568-6219559松林 清明後藤 俊二

鈴木 樹理松林 伸子三輪 宣勝熊崎 清別

阿部 政光釜中 座朗前田 gQ彦楠木ちひろ梅田 IiT.子 63-058463-058563-0586

63-058863-059063-0588

63-058863-058863-058863_0

58863_0587 kmatsuba@pri.ky

oto-u.ac.jpgoto@pri.ky

oto-u.ac.jpsuzuki@pri.ky
oto-u.ac.jpnmatsuba

@pri･kyoto-u･.ac･jpnmiwa@pri.kyoto-u

.ac.Jpkumazaki@pri.kyoto･u.ac.jp

kamanaka@pri.kyoto･u.acjpmaeda@pri.k

yoto･u.ac.jpkalsuta@pri.kyolo･u.ac.j

p巾絹部 Fax:0568･63･0085巾 試 長 63ー0511Jl



2.予算概況

平成10年度経費 (単位:千円)

人 件 費 427,127

物件 費 校 費 176,

643受 託 研 究 費 5

2,195受 託 研 究 良 質 853

施 設 整 備 費 50

計 229,741科学研究費補肋金 (48件) 349,100

令 . 計 1,005,968 研究

費取得状況 (単位 :千円)校 費

教育研究学内特別経 費 2,2

70外 国 人 研 究 員 経 費 21,

262国際シン

ポジ ウム経 費 6,030計 29,5

62科学研究費補助金 (48件) 349,100

奨 学 寄 附 金 (6件) 12,700合

計 391,362平成10年度 科学研究費補

助金 内訳一覧研究棟別 研究代表者 補肋金額(千円) 研

究 課 題coE形成基礎 竹中 修 230,000類人猿の進化と人規の成立特別推進 (2)松沢 哲如 21,000チンパンジーの言語 .認知機

能の獲得と世代間伝播特定 (A).(1)小嶋 祥三 24,000心の発達 .認知発達障害

〟 (A)(2)中村 克樹 1,200サルの視覚認識地図と側頭葉前腹側

部及びTE野神経細胞の応答〟 三上 串允 1,900サル

連合野ニューロン相互の情報統合と時間特性の研究〟 控井 芳雄 50

0時間情報の記憶と処理に関わる劫的神経Bl路基盤 (A)(1)

茂原 信生 1,000頭蓋骨の画像データベースの開発基盤 (A)

(2)庄武 孝我 4,400ヤクニホンザルの実験動物化基盤 (B)(2)

正高 信93 400笑いの表情の文化 .比較心理学的研究〟 平井 腎久 8

00染色体内構成へテロクワマチンの分化を標識としたヒト上科の進化基盤 (q (2)棲井 芳崖 1,100刺激と時間の各記憶に関わ

る助的神経回路の解析〟〟 江連 邦夫景山 節川本 芳 6001,100900 最大許容量に通した野

生ニホンザルの生態的特徴と個体群調節のメカニズ

ム哨乳現組織でのカテプシンEの蛋白質分解の特異性と退伝子工学に〟〟〟〟〟 よる生理機能の解析退伝子変異からみた

ニホンザルの

成立と分布域の展開中村 仲加納 随重森 明雄大帝 秀行 1,10

01,90

0I,3001,100組織因子退伝子のメチル化/脱メチル化によ

る発現制御機柄

と血球分化ランドサット画像を利用したボ

ノボとチンパンジーの生息植生の比較分析ニホンザルのポピュレーション抑制期に現れる性成熱の遅延の生態学



研究椎別 研究代穀者 祁肋金析一千円ー 研 究 訊

RA奨励 (A) 圃松 豊 800ニホンザル柁内変Fe-の

形態学的研究〟 中村 克梯 700吸周囲皮TIとyJ的 併回における物休記位

と空間記憶の機紙分布〟〟 凹中 正之松村 秀一 1,4001,200チンパンジーによるチンパンジーおよ

びヒトとの社会的関

係の認知に関する研究社会集団における個体の

空間分布に関する進化生態学的研究〟〟〟特別研究貝奨励乃〟〟 高井 正成大蔵 聡脇田 共済 9001,600.1,600野生オナガザル現の歯

牙と頭骨の形

態の稚内変粥に関する進化学的研究慢性および急性ス トレ不による葬体形成ホ

ルモン分泌抑制の脳内メカニズムの解明

弁別学習の大脳皮質受容野特性に及ぼす影響田仲 祐介佐藤 明杉浦 秀樹 9009001,200祝究性連合

野における双樹 荷印の統合過

程とそq)認知､記憶への関与の神経生理学的研死ヒトを含めた霊長実刑こおける

自己認弧の実験的分析 .銃映像遅延システム

による検討ニホンザルにおけるクー .コールの粒能の研究〟 中村 徳子 1

,200チンパンジー乳幼児とヒト乳幼児における認知機能の飛退の比較〟〟 小林 洋美呉田 陽一 900900

ヒトの日の特異性とその適応的忠菰-形憩､槻能の

相関比較からの検討-霊長掛 こおける音声

知覚とその神経機fTLl〟 泉 明宏 900霊長刑における

音楽の知見の突放的研究〟 水谷 俊明 900

テナガザルの発声行動および音ldJ認知の允通〟 伊藤 浩介 900

霊長桝の性格の生物学的研究〟 鈴木 修司 1,400ヒトとチンパンジーの意思決定に関する突破心理学的研死

〟ノ′ =長谷Jt抽香子早川 祥子 900900コモンマ-モ

セットにおける胎盤吻合キメラ現象の分子細胞退伝学的研究

野生ニホンザルのDNA父子判定による繁殖成功度の研究〟

平田 聡 900チンパンジーにおける他個体のもつ知識の理解〟

保坂 和彦 1,200野生チンバンジーの社会的道具に関する研究〟 杉山 亭丸 1,200野生ニホンザルの配偶者選択の行動 .退伝学的研死

〟国際学術 岡 路樹片山 一道 1,2003,600

熱帯雨林の分断化がテネガザルの社会に及ぼす形弓削こ関する行助生態

学的及び退伝学的研究ポリネシア人の身体特徴の特苅性に関する生物人別学

的研究〟 大帝 秀行 2,700アフリカ熱子持林

における霊長規の生怨的適応研死〟 加納 隆至 8,500ボノボ (t'a

npan''Jcus)の分布と生態的特性〟 茂原 倍生 5,300充アジアのヒト上料の



3.図書
1999年3月未現在､本研究所図書室に所蔵されている資料は､以下のとおりである｡

(1)蔵書冊数 (製本雑誌を含む)I

和 畜 : 5,725冊

洋 畜 : 12,654冊

合 計 : 18,379冊

(2)別刷点数

別 刷 :63,845点

(3)和文雑誌 ･新聞および中国文雑誌リス ト

雑 誌 名 所 蔵 巻 号 期

間アフリカ研究 (アフリカ研究会) 1(1-2) 196

3-64アフリカ研究 (日本アフリカ学会)1-30

1964_87母性衛生 26(ト2,4),27-2

9 1985_88C1inicalNeuroscienCe I(3),2(34 6-1

2),3 1983-85治療学 7(5-6),a(3,6),9(1,3,6),ll(1,6

),15(5) 1981-85動物学雑誌 69-71,79(_ll
-12),81-92 1960-83動物生理 ト

4,5(1-3),6(l) 1984-89ドクメンテ-シヨン研究 23-29

,30(I-3) 1973_801958-90第四紀研究フアルマシア 1(2-4;6-7),2j,4(24),5-7,9

(2),10-ll,12(1,4),13(3),14,15(2),16(3),17(2),18(2,4),19,20(1-2),21(1,

3-4),22(1-2,

4),23-28,29(2)22-26 1986_9

0学術月報 21(10,12),

22-51+ 1969-98学術の助向 1-3+ 1996_98

現代性教育研究 24(10),36(10),37(12) 1977_79召aL; 5,6(1-6,8-13)

,7-18,19(1-6,8-12),20-27+. 1976_981971_98ホルモンと臨床退仰 19-32,3

3(1-3,5-12),34(1-6),35-37,38-40,4

1(1-2,4-12),42(1-5,7-12),

43(1-2,5-12),4446+30(6-ll,13),31-52十 1976_98週刊日学のあゆみ 71(9),75(5-13),76-80,81(1),98(9),127(5)

1969_83哲学と生物学 82,83(I一l,6),84-99,

100(lA) 1971_80mtAGO 4(7,

13),5(1),3(5,10-ll) 1992-94ⅠSotopeNews 358-538

+ 1984_99JapaneseJoumalofSports

SciencesI-4,5(1-7) 1982-86人類学研究 1-2,3(I-2),6,7(3-

4) 1954-60人類学輯報 1-6,8-12,14,16,18'19,21-25,28-36 1948

-671941-91人類学雑誌人類科学 56(3,10-ll),-57(3,6-7,10-ll

),58(1,3,5,7-8,10),59(2,7,9-12),60(I,3),61(4),62(ト3),63

(3,5-6),64(3),65(1-4),66(1,3-5),67-71,72(1-3),73-74,75(2-5),76(2,



雑 誌 名 所 蔵 巻 号 期

間季刊人規字 1(4),12(I),15(4),16(I,3-4) 197

0-85自主言持座 1-6,8-23,25-34,36-66,71-75,77-80,82

1971-78情報処理 17(12),18(1-4,6-12),19-2I,22(1-2,4-7

) 1976-81惟件反射

I_12 193944傾

件反射 13 1948-48条件

反射 14-113 1961-73助産婦稚誌 39(3-12),40(2-12),43(2-3) 198

5-89助成研究 1-4+ 1998-99助成財団 I,3-28,30,33-35,37-40 1987-9

5科学 38(4-12),39-68+ 1968-98科学朝日 28(2,4-6,8-ll),29-37,38

(1-8,10-12),39-55,56(1-3) 1968-96解剖学雑誌 24(2-4),25-27,28(3-6),29,30(1-5),31-69,70(1-5) 1
949-95感覚統合搾告研究 I

(1),3-4,5(1) 1988-94か

らだの科学 158 1991-91からだの科学 増刊

5-6,21 1987-89旋頗な子とも 17(1),18
(4,6-9) 1988-89基

紗 C､理学研究 I-2,3(1),4,5(2) 1982_86公告研究 1(I-3) 197ト72こころの科

学 30-32,35,39,41-45,47-48,51-53,55-58,60 1990-951983-95MASlSnew

sミクロスコピア 4(5-6,8-ll),5(2-12),6,
7(1-3,5-12),8-12,13(1-2,4),14(3,6-12),1

5(1-5,8-12),16(2-5)2(4),5(24),6-7,8(

ト2,4),9,10(I-2) 1985-93民族学研究 (日本民

族学協会) 12(1-2,4),13(4) 1947-48民族学研究 (日

本民族学会) 29-33,35-38 1964_74モダンメディシン 17(3),18(1-7),19(7,10) 198

8-90MolecularMedicine 30-35+ 1993-98モンキー I-42+ 1957-981976-891968_94

日本不妊学会雑誌日本学術会議月報日本平滑筋学会雑誌 21(1,3-4),22(4),25(4),29(ト3),30,31(I,34),32

(1-2,4),33(1-2,4),34(I-2,4)9(I),10,ll(2,l

l-12),12(1-7,10-12),13-14,ー5(4-ll),16(I-2,5-ll),17,18(1-5,7-12),19(I-4

,6-12),20,21(I-5,7-ー2

),22(I-4,6,8-12),23(2,4-7),24(5-ll),28,29(1-6,10-12),30-35

12(2-3),13(ト4) 1976ー77日本法医学雑誌 25-26,27(1

-3,6),28-36,37(1-3,5-6),38-48,49(ト4) 1971_95日本国事新

報 2459,2461,2464-2466,2476-2592 1971_73日本医史学雑誌 28(2-4),29-30,3

1(I-3),32-35 1982-891975-87日本内分泌学会雑誌日本臨淋 51(9-12),52-53,54(I-8,10-12),55-56,57(I-3,5-12),58,59(1-3,10-12),60(1-8),61(4-12),62,63(1-3)33(6),37(6),39(2),40(2,5,7,12),41(8),43(4),46(5

),48(ll) 1975_90p1974-86日本産科婦人科学会稚托日本生気象学会稚托

26(S),29(5,8,ll),30(ll),31(8,10,ll),32(10-ll),33(4),34(1,3),35



経 誌 名 所 蔵 巻 号 期

間日本生理学雑誌日本生態学会誌 26(2),27(2),28(5,8),30(2-7,9-12),31-51,52(1-6,8-12), 196

4-9556(6,

8二10)15-19

1965_69日本鯉質畢雑誌 17(4-6),18-19,20(1-2,4-6),21(1-3,5-6),22,23(14,6),24(1)1952-

591972-96脳波と筋電図脳研究 1-6,7(1-2,4),8-12,13(2-4),14(2-4),15(3-4),16

-22,23(

2-4),24(i)

3-6 1949_50脳と神経 24-454548,55,75,246-305,307-314,316-318,320-321,323-325, 1972_93農林省林業試験場

年報 1970_701972-84林

業試験場研究報告林業試験場研究報告.林業 327-328331-334,336-337,339,341-344,346,348-

349,351,353-354 1984-89林業

試験場研究報告.林業 .林産 355 1989-89臨床科学 ll(1-6,10),13(4),17(9),19(6,ll);20(3,5,10-ll) 1975_

$6ラボラトリーアニマル 1-4,

5(1) 1984_88霊長類研究 I-14+ 1

985-98臨床検査 15(1,3-12),164

2+ 1971_98最新哲学 26-29,30(1-ll)

1971_75産婦人科の世界 23-24,25(1),34(8) 1971-

82産科と婦人科 38(1-3,5-12),39(1-ll),40(1

) 1971_73生物物理 6(1),lO(3,6),ll-14,15(I) 1966-75

生物科学 28-50+ 1976

_98生物科学ニュース 65-112,114-328+ 1977_99生理生態 1-17 1947-76生体の科学 21

(5-7),22-25,26(1-3,6),27-41,42(1,3-4,6),43-49+ 1970_981966_88

神経研究の進歩神経精神薬理 10(4),13(4),16-19,

21(4),22(4-6),24(6),

25(1-2,5),26(2,5-6),30(5-6),31(4,6),32(3-6)7(ト7,9-

12) 1985_85心理学研究 47(6),48(2-6),49-53,54(I-2),55-58,59(1

-5) 1977_88撃勢研究 ト11 1981-92自弁S 23-38

,39(1-5) 1968_84自然史研究 1 1968_84綜合臨淋 18(5),25(9-10),31(2,10),33(ll

) 1969_84体力科学 33-38,39(1-5),40-41,42(2-5),43(2-6) 1984_94代

謝 23-29 1986_92196ト93蛋白質 .核酸 .酵素東南アジア研究

6(ll),7(7,13),8(5),9(4-12),10(1-6,8-12),ll-14,15(14,6-12),16-34,35(1-1
3,15-16),36(2-15),37(1-10,12-16),38(1-2,4-5,8-9,ll-16),39,40(1-9

,ll-17)1-4,2-36+ 1963_9

8土の声 .民の声 84-94 1978_79在来家畜調査団稚告 ト5 1964-72

在来家畜



雅 一誌 名 所 蔵 番 号 lVJ

問地fri科学 (中国雑誌) 1973-1975,1976(1-3),1977-1990 ー97

3_90動物宇和 (中国雑誌) 19-21,22(ト2,4),23-40,41(2-4),42,43(I-3)

1973-97動物学研究 (中国雑誌) 2,3(I),4(I,3-4),5(I,3-4),6-12,13(I-3),14-19

+ 1981_98人別学学報 (中国稚誌) 1(ト2),2

-17+ 1982_98考古学報 (中国維誌) 19

73-1990 1973-90古布椎動物学報 (中国稚

誌) 22-36+ 1984-98古布椎動物与古人頬 (中国雑誌) ll(l-2),12-13,14(I-3),15-16,17(I),18-19,20

(I-3),21(2-4) 1973_83椀物学報 (中国雑誌) 15(I-2)

,16-32 1973_90(4

)欧文雑誌リスト経 .言志 名 所 蔵 . 巻 号 柑ー rlLJAbstracts(Societ
yfbrNeuroscience) 3●20 1977-94b̂stractsandReviewsinBehaviomlBiology 9 1972_

72ĉhEndocrinologlCa 75-80 1974_75ActaEndoc

rinologica.Supplementum 181-201 1974_75ĉtaNeurob

iologiacExperimFntalis 30(4),31-56 1970ー96ĉtBNcurobiologiacExperimentalis.Supplementum 1 197

1_71AcbPhysiologicaScandinaVica 78-137 1970_89ĉtaPh

ysiologicaScandinavica.Supplementum 332_586 1969_89AcbPhysiologicaScandinaVica.SpecialSupplementumAdvancesinEnzymologyandRelat

edAreasorMolecularBiology 1978 1978_7R
40-56 1974-84d̂vancesinProteinC

hemistry 28-36 1974_84f̂HcanJoumalofEcology 1

7-36+ 1979-98AmericanAnthropologistN.S.
70-99,loo(ト3)十 1968-98ThcAmericanJournalof̂ n

atomy 139_192 1974-91Thê mericanJournalofHum

anBiology 9-10+ 1997-98TTIĈ medcanJoumalofHumanGenetics 20-6

3+ 1968-98m̂edcanJournalofObstetricsandGynecoIogy 109(3-8),110-147

1971-83m̂cricanJoumalofPhysicalAndlrOPOlogy

.N.S. 10-ll,13-14,17-ー07+ 1952-98AmericanJoumalorPhysicalMedicine 50-57 1971-78AmericanJoumalorPhysiologym̂ericanJournalofP

hysiology.Regulatory,IntcgrativeandComparativePhysiology 222-243 1972_82ト10

1977_81AmericamJoumalorPrimatology 1_46+ 19

81_98TTtê mericanNaturalist 106-152

+ 1972-98T11Ĉ meriCanPSyChologist 7(1,3-

6),29-51 ー952-96n̂alyticalBiochemi
stry 57一一35 1974_83TTIĈ natOmicaIRecord 166-234,235(I)

1970_93n̂atomischer̂nzcigcr 126_173 1970_91Anim

alBehaViour 17_56+ 1969_98n̂imalCoBnitJ'



維 誌 名 所 蔵 巻 号 . 期

間AnnalsofAnatomy 174-177 1992-951964-911932-98AnnalsoftheNewYorkAcademyofSciencesn̂nualReviewofBiochemistry 115(2),117(1),118(12,21),134(2),147(4),156(2),157(2),159(3),160(1),162(I),164(3),166(3),167(1),169(I,3),299,331,341-342,344,346,370,374,425,453,473,500,512,560,6201-3,5-10,18-19,21-22,25-26,35-41,

43-67+AmnualRcVieworEcologyandSystematics 1-29+

1970-98AnnualRevieworPhysiology 25

-56 1963-94AmnualReVieworPsychology 8-10,16-46

,4849+ 1957-98n̂ulrOPOIogicalQuarterl

y 41-71+ 1968-98An山ropologle 7

2-74,100-102 1968-98n̂thropologischerA
nzeiger 31-53 ■ 1968_95r̂chivcsltalicnnesd

eBiologle 106-113 1968-75r̂chiycsSuissesd.Anthropolo
gieGenerale 32-34,37 1967-73ûstTali

anJoumalofZoology 22-32 1974-$4ûstmlianJoumalofZoology.
Supplementaryseries 24-103 1974_84BehaviorResearchM

ethOdsandlnstrumentation 1-15 1969-83BchaviorRcscarchMethods,Instruments,andComputer16-30+ 1984-98

BchaviomlandBrainSciences 1-13,15 19
78-92BchayiomlandNeuralBiol

ogy 25-62 1979-94BchviomIBiology 7-24 1972_78BehavioralEcologyandSociobiology 1-12,13(1-3),
14J14+ 1976_98BehayioralNeurosci

ence 97-112+ 1983_98Beh

avioralSciemce ト7,10-22 1956-77BCllaViour 3

3-135+ 1969-98BehaviouraIBrainResearch

2-6,8-16,18-55 1981-93BibliographyofReproduction 17-26 1

971-75BiochemicalandBiophysicalResearchCom
munications38-125 1970-84BiochcmicalGenetics

16-35,36(1-10)十 1978_98BiochcmicalJoumal.Cellular

Aspects. 186-216 1980-83BiochcmicaIJoumal.MolecularAspects. 185-21

5 1980-83BiochemicalSocietyTransactions 8-ll 1980-8

3Biochcmislry 13-23 1974-84BiochimicaetBiophysicaAcb. 27-36,49,51,53-54,60 1958-62l3iochimicactBiophysicaActa.ProteinStructureBiochimiCactBiophy.sicaActa.ProteinStructureandMolccularEnzymologyBiochimicaetBiophysicaActa.Spesialized

SectiononNucleicAcidsandRelatedSubjects. P30-P68,P70-P76P1-Plo55 19

74-811982-821962-62Biol

ogicalConservation 43-87+ 1988-99Biolog



稚 誌 名 所 蔵 巻 号 期

間BrainandCognition 30ー38+ 199

6-98BminandLanguage 3_41

1976-91Brain,BehaViorandEVolution ト5

2 1968_98BーaれBehaViorandⅠmmunity

I_3 1987-89BrainResearch I-312,314-387,389-501,5

03-599 1966_92.BminResearchBulletin へ

3-17,19-23 1978_89BrainResearchReviews I-

4,5(1-2),6-17 1979-92BulletindeltAcadimieMalgacheN.S. 44(2

),52(ト2),53(I-2) 1966-75Bulletinor仙ePsychonomicSocietyBultctinsetM岳moiresdelaSocietedーAnthropologiede

Paris.Sir.12

1-31 1973ー9334,6 1968_70T71ccanadianJoumalofNe

urologicalSciences 4-19 1977_92CanadianJournalofPsychology 19-30

1965-76Camivore 2(34),3-7 1980-84Cell 52(3-4),53(2-6),54-65,66(I,3-6),67-7

5 1988-93ChildDeVelopment 62

_69+ 1991-98Cladistics ト14+ 1985-981982-98ClinicalMicrobiologyNewsletterCognition 4(19-24)

,5-6,7(I-7,9-24

),8-16,17(1-15),18(1-2,4-24),19-2

03§-69+ 199ト98CognitionandBrainTheory 4 1981

-81CommunicationsinBehavioralBiology.Pt.A. I-6 1968-71CommunicatiopsinBehatioralBiology一Pt.B.ComptesrendusdelーAcadimiedessciences.Sirie

ⅠI,Sciencesdelate汀eetdesplanetes 1.8 1968-71

328+ 1999-99ConditionalRenex 4

-6 1969-71Cortex 9-ll 1973-75CSANeurosciencesAbslmcts 1 1983-83CurrentAnthropcllogyCurrentContents.Behavioral,Social&ManagementSci

enceCu汀entContents.Behavioral,SocialandEducationa

lSciences ト39+ 1960-981(I-19,21,23-42),2 1969-703-5 1971_731969_91CurrentContents.LifeSciencesCuTTentContents.Social&BehavioralSciences 12-15,16(日 7,19-5

2),19-21,22(I-2,4-52),23-24,25(1-47,49-52),26-33,34(1-4)6(6-52),7(1-8) 1974ー75CurrentContentsonDiskette(LireScience)

CurrentContentsonDiskette(LifeScience

)WithAbstracts 34-4037-41+ 1991-971994-98Cu

mmtOpinioninNeurobiology 9+ 1999-99CurrentPrimateRererenccs 1967(12),1968-1998+

1967-98DeVelopmentalBrainResearch 1-10,12-70 1981-92DeVel

opmentalDynamics 193-198 1992-93Develo



維 誌 名 所 蔵 巻 . 早 期

間EastAfhcanWildlifeJoumal 15-16 197

7_78EcologicalMonographs 40-68+

1970-98ElectroencephalographyandClinicalNeurophysiology 1-41,48-8

5 1949-92Electromyography

ll 1971-71ElectromyographyahdClinicalNeurophysiology 12-18 1972-78

1972-981986-98EndocrinologyEthology 90-loo,101(1-4,6),102-133,134(1-5)

,135-139+71-104+EthologyandSociobiology 1(1-
4),2(1),5丁17 1979-96EV

olutiom 30-52+ 1976-98EVolutionandHum

anBehaVior 18-19+ 1997_98EVolutionaryA
nthropology I(l),2-5 1992-96Exc

erpbMcdica.Sect.1 22-24 1968-70Excerpta

Mcdica.Sect.10 24,25(1-10) 1971-72ExperimcntalBrainRcscarch I-30,31(I-2,4),32-102■ 1966-

94ExperimcnlalNeurology 1-118 1959_()2TTICF̂SEBJournal I-8,9(1-ll,13-14),10-12+

1987_()8FedemtionProceedings 29-46 1970-87FerlilityalldStcrility 23-24,25(1-3,7-

12),26-38 1972_82FoliaPrimatOloglCa 1-69+ 19

63-98GeneralandComparativeEndocrinology 46-60

1982-85GeneticsGorilla 88-150+ 1978-988-21+ 1

984-98Heredibs 96-123 198
2-95HomonesandBehavior 2

-16 1971-82HumanBiology 40-70+

1968-()aHumanEcology 2-26+ 1974J)8Hu

manEVolution 1(I-5),2-12+ 1986-97HumanMo

lecularGenedcs I-5,6(2-13) 1992-97InfantBchayiorandDevelopment 19-21+ 1996-98

Ⅰntemationa1Ⅰmmunology 1,2(I-10) 1989-90Ⅰntematio

nalJoumalorAndrology 1-12 1978-89IntematiomalJoumalorAn

drology.Sllpplement 1-2 1978-78ⅠntemationalJoum

alorNeuroscience 21-35,38-64,67-72 1983-93Ⅰ

ntemationalJoumalorOsteoarchaeology 1-8+ 1991-()8Ⅰn

temationalJoumalorPrimatology I-19+ 1980-98pPLNewsletter 【1-5日10-13】,14

-22,23(I-2),24-25+ 1974-98IUCN/SSCPrimateSpecialistGroupNewsletier 1-4 1981-841965-881976_881988-96JapaneseJoumalorPhysiologyJapanese

PsychologicalRcsearch 15,16(21-6),17(1-3,5-6),18-21,22(2-6),23-28,29(2-4),3b-3818(4),19-28,29(2-4),30(1-2)JoumalormeAcousticalSocietyorAmerica 83-88,89(1-3,5-6),90(1,3,5-6),91(1-



維 言志 名 所 蔵 巻 号 m

間Joumalofthê mericanVeterinaryMcdical̂ssociation60_163 197

2_73T71eJournalor̂ nimalEcology 39ー67+

1970_98JoumalorAnthropologicalResearch 29_5

2 1973-96Journalof̂ pplicdPhysiologyJoumalor̂ppliedPhysiology.Respiratory,EnvironmentalandExercisePhysiology 3

2-41 1972_76

42_49 1977_80JoumalorArchaeologicalSci

ence 26+ 1999-99JournalofBiochemistry 63-117,118(

I-5),119-120 1968_96ntcJournalofBiologicalChem
istry 249-273+ 1974_98JoumalorBiomecha

nics 7-13,14(1-2) 1974_81JournaloftheBombayNaturalHistorySoc

iety 58(2-3),59(1-2) 1961_62JournalorBoneandJointSurge
ry.AmericanVolume 52-59 1970_77JournalofBoneandJointSurgery.BritishVolume 52-59 1970_77

JournalofChitdLanguage 17-25+ 1990_98J

oumalorCognitiVeNeuroscience ll+ 1999-99Jouma

lorComparatiVeNeurology 138-276,278 1970_88JoumalorComparatiVeandPhysiologicalPsychology 59-96 1965-8

2JournalofComparativePsychology 9

7_tl2+ 1983-98TLCJournalofEcology.
58-86+ 1970-98JournalofE

ndoc'rinology 49-67 197ト75JoumalorEthology 5-7 1987_89Jollrnalo

ftheExperimentalAnalysisofBehavior I-67,68(2-3),69-70 1958-98Joumalo

rExperimentalChildPsychology 51-66,67(2-3),68-71 1991_981947-74JoumalofExperimentalPsychologyJournalofExperimentalPsychology:AnimalBehaviorPmcesses 37-39,40(I-2

,4-6),41,42(1-2

,4-6),43,45(1-3,5-6),46,47(I-2,4-6),48,57-68,79-1031_24÷ 1975_98JoumalorEXperimenlalPsychology:GeneralJournalofExperimentalPsychology.HumanLearnmgandMemoryJoumalorExperimentalPsychology:HumanPerceptionandPerrormanceJournalorExperimentalPsychology:Leaning,Memo

ry,andCognition loヰ-127+ 1975-98ト7 1975_811-22,23(1-5),24+ 1975-988-15,16(I,

3-6),17-24+ 1982-98TheJournalofGeneralPhysiology
12-22,71-loo,loョ-loヰ 1929-94JournalofHumanErgology 1-14,18(2),20(1),21 1972

-92JollmalorHumanEVolutiom 1_35+ 197

2_98JoumalorⅠmmunology 136-137
,138(I-4) 1986_87JoumalorMammalianEvol

ution I_5+ 1993-98JoumalorMammalogy 5

2_79+ 1971-98JoumalorMedicalPrimatology I-27+ 1972-

98JollmalorMolecularEVolution 3_47+ 1974-9



推 誌 名 所 蔵 巻 号 期

間JoumalofNeuroscieIlCeMethods 1,3-9 1979-831947_951973-98JoumalorPhysiologyJoumalorReproductionandFertility 106-144,145(1,3),146-147,148(I-2),119(1,3),150-4893

2-114+JoumalorSpeechandHea血gResearch 34-35,36(1,3-6),37-38,39(3-6),40-41+

1991-98ThcJoumaloftheRoyalAntropologicalⅠnstitute 1

JI+ 1995-98JoumalorTheoreticalBiolgy 56-69,19

6-197+ 1976_99JoumalorTroplCalEcolo
gy I-14+ 1985-98JoumalorVascularResear

ch . 29-35+ 1992-.98TheJoumalofWildlifcMhn

agement 33-62+ 1969-98Laboml

oryAnin1alCare 20 1970-70Latnralo

ryAnhalScience 2ト48+ 1971-98LaboraloーyAnim

als 1-28,29(2-4),30-32+ 1967-98LaboratoryPrimateNewsletter 4-34,35(1,3-4),36-37+ 1965_98

LcamulgandMotivation 22-29+ 1991

-98LireScicnccs.PLト ll,12(I-9) 19

72-73MalayanNattucJoumal 17,1
8(1) 1963-64Mammal

ia 44-61,62(2-4)+ 1980-98ManN.S. 3-29 1

968-94McmorynndCognition ト19,20(ト5
),21-26+ 1973-98MolccuhrBrainRese

arch 1,3-16 1986_92NatiomlGcographic 146-194

+ 1974-98NaLumlHistory 102(3-12),10

3-105,106(1-2) 1993-97NatuTC 166-167,16
9-180,185-397+ 1950_99NaLurcGenctics 1-ll,13(1-3),13-20+ 19

92-98NattucNcuroscicncc 2+ 1999-99

Nalurc.NewBiology 229-246 1971-

73Nature.PhysicalScience 229_246 1971-73

NcurobiologyorAging 15-19 199

4-98NeurobiologyofLeammgandMe
mory 63-70+ 1995ー98Neuroen

docrinology 7-50 1971-89Ncurophamacology 25-31 1986-9

2Neuropsychologla 1-36

1963-98Ncurorcport 2(1-2,7-
8),3(1,7,9-12),4(1-3,5-7,10-12) 199ト93Neuroscie

nce 1-63 1976-94NeurDSCienceAbstmcts 2 1976_76Neuros

cienceLetters 2-116,118-140,142-146 1976_92NeurosciepceLelters.Supplement I-29 l978_871984-951985_91NeurosPienceResearchNeuroscienceResearchSupplement 1-1
5,16(1-3),17,18(3-4),19(1-2,4),20(24),21(2-3),22(2)日 4,16NeuroscienceResearchCommunications 1-5,6(1)

1987ー90NeuroscienceRe



維 誌 名 所 蔵 番 号 期

間Oryx 12-13,14(ト4),ー5(ト5),16(1-3) 197

3_82Perception 28+

1999-99PcrceptionandPsychophysics 19-60

+ 1976-98PerceptualandMotorSki1ls 28_43 19

69_761988_97PhysicsTodayPhysiologicalPsychology. 41(9-12),42-44,45(1-5,7-12),46(I-ll),47(I-12),48(I-10,12),49(1-2,5-1

2),50(1-2,4-12

)1-14 1973-86PhysiologicalReViews 50-69,7

0(I),76-78+ 1970_98Physiological

Zoology 45-53 1972_80ThePhysiologist 13-18

,19(1,4),20,22-23 1970ー80PhysiologyandB

ehavior I-48,49(ト3) 1966_91PhysiologyandEcologyJapan 18-31+ 1981-95

PrimateConserVation 5-9 1985-92PrimateEye 30-57,59-64,66-6

7+ 1986-99PrimateNews 【5-2

41 1967_90PrimateReport 844,53+ 1981-99P

rimates I-39+ 1957-981970-831928-981970_70Proceeding50rmeAtlStralianPhy

siologlCaland 1(1-2),2(1),?(1),4(2

),5(1-2),6-12,PharmacologicalSbciety 13(1),14(2)Proceedingsor仙eNationalAcademyorSciencesor 14-15,65-67

,71-79,80(I-13,15-24),山eUnitedStatesorAmerica 81-95+ProceediⅠlgSOr仙eRoyalSocietyorLondo

n.Ser.B,BiologicalSciences 175(1039-1041),176(1042

)ト13Prostaglandins 1972-77Psychobiology 15_26

1987_98PsychologicaIAbstracts 39-62,64-68,69(4-6),70 1965-83Psych

ologicalBulletin 38(2-3,5-8),40-86,87(I-3),88-122+ 1941-971910-98PsychologicalReviewPsychonomicBulletinandReView 17(I

-2),54,56(1,3-6),57-59,60(1-2,4-6),62-63,64(3-6),65-105+ト5+ 1994-98PsychonomicScienceT71eQuaTterlyJournalorExperimentalPsychologySectionATheQuarterlyJournalofExperime
ntalPsychologySectionB 1-ll,12(14),13(4-6),14-29 1964ー

7243-51+ 1991-9843-51+ 1991-98R∝entLiteratureorMammalogy 55_66 1974

-85RcscarchesonPopulationEcology 8-9 1966ー67ScienceN.S. 151-283+ 1966_991921-98ScientirICAmericanN,S.TheScicntiflcRcportsofthcWh alesResearchInstitule 126-151,217(4-6),218,219(1-3,6),220ー279+1-5,10,

16-38 1948_87TheScientist 2-3,4(I,14) 198S-90

Sou山WestemJoumalorAnlhropology 24-28 1968_72



維 誌 名 所 蔵 巻 号 一 期

間Species 25_28 1995-971960-881992_98symposiaoftheZoologicalSocietyofLondムn 1-4,8,10,13-15,17-18,21,23-24,26,33,46,48-49,51,6041-47+S ystem atic

BiologyS ystem aticZoology 25_4

0 1976-91LaTe汀eetlaVie 30-36,37(1-2),38(1-2),39-53+ 1976-9819

78_911961_98T re ndsinNeuroscien c e sVisionResearch 1-3,4(1-6,8-12),5(1-ll),6(1-7,9-12),7(1-10,12)!8-10,ll(1-3,5-9,ll-12),12(1-7,9-12),13(2,4-6,8-

12),14(3)1-38+WildlireMonographs

19-141+ 1970_98WildlircSocietyBuIletin

1-3,23-25+ 1973_97YcarbookofPhysicalAnthropology 3-8,10

-ll,13-15,1840+ 1947_97ZcitschrirtfurMorphologleundAnthropol

ogle 59(3),60-82+ 1967-98ZcitschdftfurSaugetierkund
e 1-3,4(1-2,4-6),5-7 1926_32Zcitschriftfur

Tierpsychologle 1,52-70 1937_85ZcilschriftfurVersuchstierkunde 14-20 197

2_78ZoologicalScience 1-13 1984-96

Heflpo(わH3HOJⅠOrH只 2-4,5(2

-6),6-7 1970_75(5)継続図書リス ト酋 名 所蔵巻号 期間 請求記号d̂vanccsinChi

ldDeveⅠopmentandBehavior I-26+ 1963-1996159.92 人d̂vallCCSintheStudyofBehavior ト26十 1965-1997159.929十

591.5 人ContributionstoPrimatology 1-26 197

4-1991599.8 CEvoⅠutionaryBiology 1-30十 1967-1997574/578 EModcrnQuatcrnaryResearchinSoutheastAsia 1-15+ 1975-1997

551.79(59) MNebraskaSympqSlumOnMotivation 16-44+ 196

8-1996159.94 NOxfordSurveysinEvolutionaryBiology 1-9 1984-1993576



ド
霊長類研究所図書室利用規定

I.開圭時間と体重
1.閃去時間

平日:9時から17時まで｡

2.休壷

土曜日､日曜日､国民の祝祭日､年奉 ･年
始は体重とする｡

その他の臨時休室は､その都度掲示する｡

11.閲覧
1.閲覧者の資格

1)本研究所の所員｡

2)本研究所の共同利用研究員で､閲覧者カ

ードを提出する者｡

3)1),2)以外の､東都大学に所属する者

で､所属図否施設の紹介のある者｡

4)本研究所教職員の紹介のある者｡

2.閲覧

1)閲覧者は図研室内で図雷 (単行本､雑誌､

その他のff料)を自由に閲覧できる｡

2)閲覧後の図番は必ずもとの場所にもどす｡

III.貸出及び返却
1.ⅠⅠの1の1)及び2)の該当者は､下記に

従い図番を借用できる｡すべての借用fZ料は､

原則として所外に持ち出すことはできない｡

1)借用ff料の種現と借用方法

a.単行本

(1)単行本は1カ月間借用できる｡

(2)借用時には､ブックカー ドおよび代車

版用紙に必要郡項を記入する｡ブックカ

ードは所定の和に入れ 代木版用紙は代

本版の背に挿入して､市無上の本のあっ

た位置に置く｡

b.製本雑誌

(1) 製本雑誌は3日間借用できる｡

(2)借用方法は単行本に準じる｡

C.未製本雑誌

(1)未製本の雑誌は15時から翌朝10時ま

での間に限り借用できる｡

(2)借用時には貸出カードに必要事項を記

入する｡

d.別刷

(1)別刷は開虫時間中に図か虫内でのみ利

用できる｡
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(2)利用後は､返却台の和に返却する.

C.他機関からの借用fl料

(1)他機関からの借用YZ料は､閉塞時間中

の図田虫内での利用に限る｡

(2)利用後は図市係員に返却する｡

2)参考図容その他禁帯出扱いの図書は貸出

さない｡

3)借用中の賃料を転貸してはならない｡

4)再手続きをすることにより貸出期限の延

長ができる｡ただし､他に借用希望者が

ある時は.そちらを優先する｡

5)倍用後の図番は返却台に返却する｡

2.ⅠⅠの1の3)の該当者は､所属の図書施設

を通じて借用を依頼することができる｡借用

fi料は印行本のみで､所属図書施設内での利

用に限る｡

借用期限は2週間とするが､本研究所所員

からの要約があった場合には､借用期限内で

あっても､速やかに返却することとする｡

IV.総点検及び長期貸出
1.毎年 1回図符の総点検を行う｡この時は､

貸出期限内外を問わず､すべての図書を返却

する｡

2.総点検糊rl'r仲 ､原則として図番壷は体重と

する｡

3.図否委fl会により研究蛮等への備え付けが

認められた帽は,長期袋出扱いとする｡長期

賃山期間は1年で.長期貸出扱いの更新は総

点検時に行う｡

V.その他
1.資料を紛失したり汚禎した場合は､代本ま

たは相当の代金で補わなければならない｡

2.借用資料を期日までに返却しなかった場合､

以後の貸出を一定期間停止されることがあ

る｡

3.苔庫および閲覧虫内は,+.!･煙とする｡

(昭和 51年制定

平成10年7月8日一部改正)

1



4.資料

霊長類研究所の所蔵する資料は.骨格標

札 化石模型､液浸標本などからなり､多くがデ

ータベース化されている｡資料は､基本的にすべ

て公開されており､資料委員会の許可のもと､使

用希望者に提供される｡

(1)盟長類骨格資料

現在､登録された標本は､別表のように､

6445体にのぼる｡その4分の3はマカク類を中心

とした旧世界ザルである｡新世界ザルの標本は.

約1400体ある｡類人猿およびツパイを含む原法

規の標本は､それぞれ数十点ずつである｡

骨格標本は.研究所新棟4階の骨格資料室

の移動式標本架に保管されている｡種ごとに分け

られ､種のなかでは標本番号の順に棚に並べられ

ている｡資料室に設置されたコンピューター上で

骨格標本データベースの検索が可能である｡デー

タベースで利用できる情報は､標本番号､種番号､

属名､種名､登録日,性別､体重,座高､前胴長

などである｡

(2)霊長類以外の骨格標本

霊長類以外にも､主として日本産のタヌキ､

キツネ､ツキノワグマ､テン､イタチ､イノシシ､

シカなどの骨格標本を保管している｡これらの標

本も､骨格ff料室の移動式標本無に配置されてお

り､データベースによって検索できる｡

(3)化石模型標本

新棟4階の展示資料室において､主として

化石人輔､化石霊長類の模型標本を保管している｡

そのなかから､代表的な化石の模型を研究所見学

者むけに展示している｡また､比較研究用のfi料

として所外の研究者にも利用されている｡化石模

型の分校名､産地､部位などは､データベースに

入力されている｡

(4)その他の標本

液浸標本数百点､枝毛標本数十点が保管さ

れている｡液浸標本は.共同利用研究者などを対

象に,研究や教育の資料として提供されている｡

これらについても､データベース化が進行中であ

る｡

以上､本研究所の骨格資料は電子データベ

ース化され､国内外の研究者に有効に利用されて
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いる｡資料委員会は､新しい標本の作製 ･受け入

れもおこなっており,資料の一層の充実をめざし

ている｡今後､野外調査などの際に採集した霊長

類の骨格その他の資料のデータ登録を希望する方

は､本研究所資料委員会までご連結いただきたい｡

本研究所資料室で登録 ･保管する他､データのみ

の登録も受けつけている｡ (文資 :図松 豊)

(平成10年度)霊長類骨格ff料

和名 学名 標本数

類人猿 Hominoidea 75

テナガザル

チンパンジー

ゴリラ

オランウータン

旧世界ザル

マカク属

ラング-ル属

コロブス属

Hylobatesspp. 50

PantTOgJodytes 22

Gon'LLagoL･LLJa 2

PongoDygmaeuS I

Cercopithecoldea 4907

Macacaspp. 3303

PTeSbytJsspp̀ 174

Colobusspp. 362

コバナテングザル属 SLmLasconcoJoT 132

グエノン属 Cercqp肋 ecusspp.524

/iタス属 EtythTOCebusLXZtaS15

マンガベイ属 CeTCOCebusspp. 15

ヒヒ属 PapLospp. 365

マンドリル属 Mandt･111usspp. 17

新世界ザル Ceboidea 1404

リスザル属

ヨザル属

ティティ属

ホエザル属

クモザル属

ウ-リークモザル属

ウ-リーモンキー属

オマキザル属

サキ属

ウアカリ属

ゲルディモンキー属

ピタ●ミ-7-モセット属

マ-モセット属

タマリン属

SalmL'LづscLureus 985

Aotustn'yIr:gatus 54

ChLlJ'cebusspp. 49

Alouattaspp. 48

Atelesspp. 7

Bt:achyteJesssp. 3

LBgOtht'ixspp. 16

Cebusspp. 76

月theclaspp. 13

Cac4)'aocaJvus 1

Chlll'mLcogoeJdIL 1

CebuelJapygmaea 6

a lL'th血 spp. 54

SaguLnusspp. 85

ライオンタマリン属 LeontopJ'thecusTOSaBa 6

原猿類 (合ツパイ) Proslmia&Tupaia 59

計 6445



5.サル類飼育頭数 ･動態

1998年LiE(平成 10咋上弦)末 飼 TF野i欺

税 名 野i 数

オ オ ガ ラ ゴ

1コ モ ン マ - モ セ ッ ト

40ワ 夕 ポ ウ シ 夕 マ リ ン 26

ヨ ザ ル 1

3リ ス ザ ル 4

フ サ オ マ キ ザ ル 1

5ケ ナ ガ ク モ

ザ ル ･1ミ

ド リ ザ ル 4バ タ ス ザ ル ･1

ミド リサ●ル×/＼●タスサ●

ル 2ニ ホ ン ザ ル 365 称 名

毘花 数ア カ ゲ ザ ル 215

タ イ ワ ン ザ ル 14

プ .夕 オ ザ ル 2

ベ ニ ガ オ ザ ル

1ボ ン ネ ッ ト

ザ ル llカ 'ニ

ク イ ザ ル 48セ レ ベ ス マ カ ク 1

マ ン ト ヒ ヒ

8シ ロ テ テ ナ ガ ザ ル 2ア ジ ル

テ ナ ガ ザ ル 3チ ン パ ン ジ ー

10合 計 7871998年度 (平成 10年度 ) サル 析動塩 表区 分 増

加 紙 少 (死亡な ど)串入 也声E 突 呼吹 消化 坐孤 也 外 ･その 剖 ･不明種 験 署莞系 者達系 音昏系 放 偶 他の 検不名 菜せ 疾帆 疾 -瓜 疾lJ

.). 才.-T! 死 疏瓜 舵布コ モ ン マ - モ セ ッ ト 41 8 4326491221 1 11321 1 2 1 2 6 22ワ 夕 ポ ウ シ 夕 マ リ ンヨ ザ ルリ ス ザ ルフ サ オ マ キ ザ ルチ ユ ウ ベ イ ク モ ザ ルニ ホ ン ザ ルア

カ ゲ ザ ルタ イ ワ ン ザ ルカ ニ ク イ ザ ルボ ン ネ ッ ト ザ ルセ レ ベ

ス マ カ クミ ド リ ザ ル

マ ン ト ヒ ヒア ジ ノレ テ ナ ガ ザ ル 814426121 4141 1

3

123



7.人事異動

所 属 職 名 兄 勤 内 容
陥 考氏 名

年月日(採用等)野外施設 助教授 波速邦夫 10.4.1 昇

任 野外施設助手より行動発現 助 手 脇田共澄 10.9.1 採 用 大

阪大学医学部reF附川座孜flより野外施設(iE!職等)生態機構 助 手 室山泰之 ll.1.1 採 用 科学技術振興事X-田科学技術特別研死f1より教 授 杉山幸丸 ll.3.31 停 年 東海学園女子短期大学教授へ

8.海外渡航所 属 職 名 氏 名 ､種別 期 間 日的国 目 的詑官調節 助教授 目片文夫

研修 10.4.17-10.4.29 アメリカ合衆国 アメリカ突放生物学会出席柁知学習

助 手 中村克樹 研修 10.4.18-)10.4.24 イタリア HFSP会l花山席系統発生系統発生処団迫伝 教 授助 手助 手 茂原信生高井正成平井啓久 研修研修研修

10.4.19 ミャンマー 穴城yi化石発掘調査打ち合わせおよび

～10.4.29 タイ 化石は本税群

10.4.19 ミヤンマ- 共狼籾化石発掘調査打ち合わせおよ

び～10.4.29 タイ 化石は本位l軒10.5.1

0 ブラジル WHOは血吸出ゲノムプロジェクト会川出席～10.5.24アメリカ合衆国 及びニユ-ヨーク州立大学との火同研究紺官

調節系統発生 助 手助 手 大蔵 聡本郷一美 研修研修 10.5.30 アメリカ合衆国トルコ.ドイツ r柴掛 こよる生軸系制御の脳内メカニズム :～10.8.2610.6.1 シグナル

.センサー .伝通経路Jに関する研究の尖施チャエヌ池跡LU土動物迫存体の調光 .分析～10.7.27 フランス 及び

国際考古動物学会四滴アジア分科会参加認知学習 助 手 中村克樹 出張 10.6.7-10.6.1510.6.12

カナダ HumanBrainMapping

学会参加生態機構熊田迫伝 助放授教 授 森 明姓庄武孝義 出張研修 サウジアラビアカナダ ヒヒ類の社会構造の変晃に関する生態学的～10.8.22 ･迫伝学的研究10.6.19 進化生物.分類生物､自

然史学会､～10.6.27 合同学会出席社会構造 敦 ■授 加納隆至 出張 10.6.26-10.8.2310.6.28 タンザニアウガンダカメルーン チンパンジーの野外

調査及び和昏社会構造形態進化五g知学習 助教授枚 授助孜授 大将秀行片山丁道正P馴-3刀 出弓長山弓良ul弱 アフリカ熱抑附 こおける霊長桝の生態的～10.8.23 チャF.連合王国 適応研究10.6.29 マレーシアスイス インド.太平ff.先史学会議シンポジウ

ム出席



所 属 職 名 氏 名 種別 1期 間 目的

国 目 的野外施設 助教授 波速邦夫 研修 10.7.25 インドネシア 生物多様牲保
全と持続的利用等に関する～

10.8.20 研究協力処B]迫伝 助教授 川本 芳 出由 10.7.25 マダガスカル ワオキツネザルの集団

退伝学的研究～10.8.25災Bl迫伝 助 手 平井啓久 研修 10.7.25-10

.8.25 マダガスカル 叩 キツネザルの集団退伝学的研究形旭進化 助 手 図松 ■豊 出張 10.7

.31-8.8.31 ケニア l中新世アフリカ霊長頬化石の発掘調査祉会川迫 助 手 鈴木 晃 出張

10.8.2--10.8.15 インドネシア 野生オランウータンの生態学的研究系統発生 助 手 高井正成 出張 1
0.8.3-10.10.4 コロンビアアメリカ合衆国 広鼻浪板化石発掘調査､古脊椎動物学会出席

系統発生 教 授 茂原信生 出張 10.8.5- 10.8.28 アメリカ合衆国 広鼻鹿煩化石発掘

調査生娘機納 教 授 杉山幸丸 出張 10.8.8-10.8.20 マダガスカル 第17回国際霊長規学会出席 .発表迫 伝 子

情 紺は知学田 教 授 竹中 修 出張 10.8.8- 10.8.1710.8.8 マダガスカル 第17回国際霊長規学会出席 .発表技 官 小田 亮 出張 マダガスカル 不確実状況下での選択行動に関する先文化
一一10.8.20

比較の研究連絡及び調査ほ知学習 助放校 正高信男 出張 10.8.19 カナダ 第14回国際

ヒューマンエソロジー学会出精～10.8.24 ･発表系統発生 助 手 本郷一美
研修 10.8.22-10.8.30 カナダ

第8回国際考古動物学会出席 .発表署岸田朋節 助 手 大蔵 ∴聡 出張 10.9.10 アメリカ合衆国 ｢栄養に

よる生殖機能調節の神経内分泌-1P.12.7 メカニズム｣に関する研究生態機的 助 手
松村秀一 出張 10.9.20-10.12.2 インドネシアタイ 東南アジア霊長頬の社会生態学的研

究社会的迫 助 手 鈴木 晃 出張 10.9.23-10.10.9 インドネシア オランウータンの

生態学的研究如田退伝 扱 授 庄武孝義 出張 10.9.29-10.ll.3 サウジアラビア

マ ントヒヒの糸田退伝学的研究社会川辺 助 手 鈴木 晃 出張 10.10.15-10.10.28

インドネシア オランウータンの生態学的研究サル施拙 助 手 後藤俊二 研修 10.10.26-10.ll

.7 インドネシア カニクイザルの捕頚調査迫 伝 子II2 相 敢 授 竹中 修 研修 10.10.

26--10.ll.7 インドネシア カニクイザルの捕獲調査形蛤進化 助故授 溝田 穣 出張 10.1



所 属 m 名 氏 名 純別 相 聞 日的

国 日 的思考百的軟 投 松沢哲郎 研修 10.ll.4 台所 チンパンジー
のq塊エンリッチメン トに～ 10.ll.7 関す

る国際シンポジウム出揃 .発袈行動発現 助 手 脇m穴柄 山弧 10.ll.6 アメリカ合衆国 耶28回北米神経和学大会山J.V及び関地学的

～10.ll.14 Irで和収処行動発現 リサーチ 非上雅仁 出張 10.ll.7 アメリカ合衆国 m28回北米神経和学大会山岬及び問辿

学術7ソシエイト ～10.ll.13 Il7報収鵜行動発現 教 授 三上帝允 出弓良 10.ll.7 アメリカ合衆国

耶28回北米神経科学大会山仰及び閃迎学術～10.ll.16 惜報収処系統発生 助教授 相見 満 出張

10.ll.14-ll.1.21 インドネシアシンガポール 霊長切の形態学的 .地理学的研死形態進化 教 授 片山一道 出張 10.ll.16 ニュー
ジーランド ポリネシア人の身体特徴の特兄性に閲する～10.12.31 トンガ王国他

生物人柄学的研究生態機構 外国人 M.A. 研修 10.l
l.23 ウガンダ 野生チンパンジ-の生態調査 .共同研究の研究員 Huffman

～10.12.23 フランス他 研死迎格形.fB進化 助 手 図松 盟 出張 10.ll.29-10.1

2.5 中国 研究班綿及び標本視察思考言語 教 授 松沢哲郎 出張 10.ll.29-ll.i.16

フランスギニア チンパンジ-の知性の研究 .調査系統発生 助 手 本郷一美 出張 l
l.1.9-ll.4.5 トルコパキスタン チャ

ユヌ追跡の調査､動物退存体の分析迫 伝 子 助 手 中村 仲 出張 ll.1.16 連合王国 サルB-ウイ

ルスの迫伝子免疫 (ワクチン)伯 報 ～ll.1.24

に関する研究打ち合わせ社会構造 教 授 加納隆至 出張 ll.1.21 スイス FrontierCommuni

cation出席及びボノボ～ll.2.2 スペイン に関する研究連結､群料収央詑知学習 助枚授 正高信男 出張 ll.1.25 タイ 不確実状況下での東雨アジア人の選択行

動～ll.1.30 研究形態進化 助 手 国松 盟 出張 ll.2.4-

ll.3.8ll.2.8-ll.2.23 タイ タイ北部における化石兄桐調光社会構造 助 手 鈴木 晃 山張 インドネシア オラ

ンウータン生態学的研究生態機構 教 授 杉山事丸 山粥 ll.2.12 ギニア

西アフリカの野生チンパンジーの比較行動 .～ll.3.8 生態学的研死社会構造 助教授 大将秀

行 出張 ll.2.12-}11.3.7 力メル-ン 類人猿の野外研究 .体毛採弟系統発生 助 手 高井正成



9.非 常 勤 講 師 (氏名:講義題目:日時)

(盟)伊揮紘生 (宮城教育大学教育学部附属環境

枚育突践研究センター 教授)

｢新世界ザルとニホンザルの野外研究｣

平成11年7月9日(木)～7月10日(金)

(盟)山梨正明 (京都大学総合人間学部 教授)

ra冨知科学と音譜学一言桑と意味の発生メカニ

ズム｣

平成10年9月28日(月)～9月29日(火)

(哩)藤浮 袋 (名古屋大学理学研究科 教授)

r分子生物学｣

平成10年9月30日(水)～10月2日(金)

(班)長谷川串- (東京大学総合文化研究科 助

教授)

r進化と人間行動｣

平成11年1月22日(金)～23日(土)

10.リサーチ･ナシスタント (R･A)
(氏名 :採用期間)

山根 到 :

平成10年4月1日～平成10年12月31日

船越美穂 :

平成10年4月1日～平成11年3月31日

宮本俊彦 :

平成10年4月1日～平成11年3月31日

大平桝司 :

平成10年4月1日～平成11年3月31日

栗田博之 :

平成10年4月1日～平成11年3月31日

田代靖子 :

平成10年5月1日～平成11年3月31日

竹元博幸 :

平成11年1月1日～平成11年3月31日

ll.ティーチング･アシスタント(T･A)
(氏名 :採用期間)

平田 聡 :

平成10年5月1日～平成11年3月31日

早川祥子 :

平成10年5月1日～平成11年3月31日

落合牧子 :

平成10年5月1日～平成11年3月31日
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